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佐
藤
三　
第
44
回
「
佐
藤
又
八
」
を
見

た
と
い
う
又
八
の
孫
か
ら
、
「
田
代
善

太
郎
日
記
大
正
編
」
を
関
東
で
見
つ
け

た
こ
と
や
、
祖
父
と
母
の
記
事
を
見
て

感
動
し
た
と
い
う
便
り
を
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。

阿
部　

自
然
の
愛
好
家
や
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
視
点
で
「
イ
ヌ
ワ
シ

と
草
原
に
関
わ
る
人
の
暮
ら
し
」
「
梅

に
鶯
と
い
う
文
化
」
「
九
重
町
の
カ
ッ

コ
ウ
に
つ
い
て
の
民
話
」
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
文
化(

文
化
財)

と
し
て
の
鳥
と
い
う
の
も
意
外
に
考
え

ら
れ
る
も
の
だ
と
、
自
分
の
中
で
新
し

い
視
点
を
発
見
で
き
た
こ
と
で
す
。

竹
野　
古
文
書
や
出
土
品
を
資
料
と
し

て
使
っ
て
、
そ
れ
を
単
に
解
説
す
る
の

で
は
な
く
、
当
時
を
生
き
た
人
々
の
生

活
や
思
い
と
い
っ
た
も
の
を
、
ど
の
よ

う
に
伝
え
た
ら
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う

か
と
苦
慮
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。

甲
斐　
潜
石
に
あ
る
「
岐
部
城
」
が
町

指
定
史
跡
と
し
て
平
成
27
年
５
月
に
指

定
さ
れ
、
文
化
財
探
訪
で
も
３
回
に
わ

た
っ
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
こ
の
城
跡
が
世
間
に
注
目
さ
れ

た
昭
和
52
年
当
時
、
私
は
社
会
教
育
指

導
員
と
し
て
調
査
・
保
護
・
顕
彰
に
関

わ
り
ま
し
た
。
踏
査
に
よ
り
戦
国
時
代

の
貴
重
な
城
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

佐
藤
頼　
第
79
回
「
珪
藻
土
と
化
石
」

で
す
。
太
古
の
プ
レ
ー
ト
の
地
殻
変
動

に
よ
っ
て
、
か
つ
て
海
や
湖
だ
っ
た
も

の
が
地
上
へ
高
く
隆
起
し
、
山
脈
を
形

成
す
る
壮
大
な
物
語
に
心
が
ひ
か
れ
ま

す
。

坂
本　
第
53
回
「
ふ
る
さ
と
の
妖
怪
」

で
す
。
第
26
回
の
「
平
家
の
百
猿
伝

説
」
は
地
域
の
伝
説
と
し
て
扱
わ
れ
た

も
の
で
し
た
が
、
こ
の
回
の
妖
怪
話
は

斬
新
で
、
よ
り
掲
載
内
容
の
広
が
り
を

感
じ
ま
し
た
。

竹
野　
第
78
回
「
茅
の
輪
こ
ぐ
り
で
疫

病
退
散
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
と
い
う
疫
病

が
流
行
し
、
そ
の
退
散
を
願
っ
て
「
ア

マ
ビ
エ
」
な
る
妖
怪
が
一
躍
人
気
者
と

な
り
ま
し
た
。
茅
の
輪
こ
ぐ
り
も
「
悪

疫
退
散
」
を
願
っ
て
の
祭
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　九重町をつくりあげてきた暮らしの積み重ねの風
景や文化、すなわち文化財の価値を見つめ直すこ
と、見出すことに取り組んできた「ふるさとの文化
財探訪」コーナー。広報ここのえ2014年4月号か
ら始めた連載が、第100回を超えました。
　執筆を続けてこられた九重町文化財調査員と甲斐
素純さん（執筆回数最多者）、竹野孝一郎さん（文
化財専門員）に話を伺いました。

ふるさとの
 文化財探訪

執
筆
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い

印
象
に
残
っ
て
い
る
記
事
は

〜100 回を振り返って〜

▲茅の輪こぐりの様子

▲文化財パトロールの一場面
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ふるさとの
 文化財探訪

第101回

九
重
山
系
の
成
り
立
ち文

化
財
調
査
員
　
佐
　
藤
　
頼
　
久

　

約
三
百
万
年
前

頃
、
九
州
は
ま
っ

ぷ
た
つ
に
引
き
裂

か
れ
る
よ
う
な
謎

の
力
が
働
き
、
真

中
に
巨
大
な
地
溝

帯
が
出
来
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、

由
佐
悠
紀
京
大
名
誉
教
授
が
、
二
千
ヶ

所
で
重
力
計
測
定
を
計
っ
た
結
果
判
明

し
た
。
こ
の
地
溝
帯
に
沼
や
湖
の
湿
地

帯
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
こ
と
で
、
放

出
さ
れ
た
水
が
周
辺
の
マ
ン
ト
ル
に
供

給
さ
れ
る
為
に
、
岩
石
が
溶
け
や
す

く
、
マ
グ
マ
が
で
き
や
す
く
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
噴
火
が
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
、
水
が
た
え
ず
供
給
さ
れ
る
こ
と

で
、
粘
性
の
高
い
石
英
安
山
岩
の
マ
グ

マ
が
形
成
さ
れ
る
。
最
初
万
年
山
系
の

火
山
活
動
が
活
発
化
し
、
約
二
十
万
年

前
頃
に
九
重
火
山
群
の
活
動
が
、
中
央

構
造
線
に
沿
っ
て
起
こ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
阿
蘇
山
は
約
三
十
万
年
前

か
ら
九
万
年
前
ま
で
に
大
規
模
な
噴
火

を
千
回
繰
り
返
し
て
い
て
、
千
回
目
の

大
爆
発
で
は
北
海
道
東
部
ま
で
火
山
灰

が
１
０
㎝
以
上
降
っ
た
。
こ
の
時
の
溶

岩
流
が
玖
珠
地
方
に
到
達
し
て
い
る
。

一
連
の
火
山
活
動
に
よ
り
、
湖
沼
に
溶

岩
や
火
山
灰
推
積
降
起
し
、
動
植
物
が

化
石
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
上
珪
藻

土
中
か
ら
採
集
さ
れ
る
「
淡
水
性
ニ
シ

ン
」
で
「
金
魚
藻
類
」
と
と
も
に
産
す

る
。
こ
の
湖
の
推
積
層
の
厚
さ
は
、
塚

脇
南
方
唐
杉
の
５
５
０
ｍ
か
ら
内
河
野

３
２
０
ｍ
の
間
に
認
め
ら
れ
る
が
、
少

な
く
と
も
３
０
０
ｍ
の
厚
み
は
あ
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
（
水
深
４
０
０
０
ｍ
級

の
深
い
溝
で
舟
状
海
盆
）
に
よ
る
巨
大

地
震
も
心
配
さ
れ
る
が
、
火
山
活
動
の

恩
恵
と
し
て
九
湯
の
温
泉
地
や
九
州
の

北
海
道
と
言
わ
れ
る
飯
田
高
原
を
地
形

学
的
に
み
る
と
、
南
に
久
住
山
を
始
め

数
個
の
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
火
山
を
擁

し
、
東
に
黒
嶽
、
西
に
涌
蓋
山
地
に
崩

平
山
と
一
見
カ
ル
デ
ラ
の
観
が
あ
る
。

そ
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
坊
ガ

ツ
ル
湿
原
と
い
っ
た
風
光
明
眉
な
景

色
、
春
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
秋
の
紅

葉
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
悠
久
の
歴
史
の
中
で
、

色
々
な
災
害
も
あ
る
が
、
風
景
は
抜
群

に
良
い
し
、
地
熱
発
電
は
日
本
一
だ

し
、
ス
キ
ー
場
も
あ
る
し
住
み
心
地
の

よ
い
九
重
町
だ
と
思
う
。

お問い合わせ先　九重町歴史資料館（九重文化センター内）☎７６－３８８８

　文化財の保存及び活用に関し、意
見・調査研究を行うことが主な職務で
す。
　石造物、植物学、考古学、民俗、建
築、環境歴史学、鳥類などの専門領域
を持つ10人で活動しています。
　定数は11人です。自分のテーマで
調査研究したい方を募集中です。

文化財調査員とは・・・

【九重町文化財調査員】

内　恵　克　彦
佐　藤　三千代
佐　藤　頼　久
坂　本　美　樹
後　藤　浩　二
衞　藤　銑　太
種　村　英　大
音　成　葉　子
阿　部　秀　幸
梅　木　恵　美

甲
斐　

第
55
回
「
地
名
に
つ
い
て

（
１
）
〜
地
名
研
究
の
意
義
〜
人
々
の

生
活
に
密
着
」
を
連
載
予
定
で
し
た

が
、
私
の
退
任
に
よ
り
掲
載
が
１
回
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

後
藤　
大
工
の
「
さ
の
さ
く
」
作
製
の

浄
明
寺
や
小
倉
神
社
は
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
作
の
宝
円
寺
も
価

値
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

種
村　
九
重
町
の
草
原
で
す
。
草
原
は

歴
史
的
に
牛
馬
の
農
耕
利
用
か
ら
現
代

の
畜
産
業
、
草
原
の
ク
ヌ
ギ
を
利
用
し

た
椎
茸
栽
培
と
、
人
々
の
生
活
生
業
と

密
接
に
関
わ
り
、
野
焼
き
と
い
う
人
と

自
然
の
相
互
作
用
で
作
り
出
さ
れ
た

「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
文
化
財
の
一

つ
で
す
。
九
重
町
の
草
原
は
現
在
、
文

化
財
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

草
原
の
歴
史
は
文
献
だ
と
１
０
０
０

年
、
地
層
の
調
査
か
ら
は
１
万
年
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
題
材
に
し
た
い
文
化
財

▲泉水ロード




